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客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
／
人
生
に
革
命
が
起
き
る
１
０
０
の
言
葉

「
無
意
識
に
や
っ
て
し
ま
っ
た･

･
･
･
･
･

」

「
理
性
が
欲
望
に
負
け
て･

･
･
･
･
･

」
と
は
、

自
分
や
相
手
を
欺
く
た
め
の
「
言
い
訳
」
で
し
か
な
い
。

出
光
商
会
は
、
父
兄
に
代
わ
っ
て

若
者
を
訓
育
す
る
責
任
を
感
じ
て
い
る

眼

〈
グ
ル
メ
誌
の
特
集
紹
介
〉

び
て
い
る
。

 
 

国
税
庁
に
よ
る
と
国
内
ワ
イ
ン
消

費
量
は
２
０
１
２
年
度
に
32
万
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
。
幅
広
い
世
代
で
「
家
飲

み
」
需
要
も
伸
び
て
お
り
、
業
界
の

推
計
で
は
13
年
度
に
続
き
14
年
度
も

過
去
最
高
を
更
新
す
る
見
通
し
だ
と

い
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

日
経
Ｍ
Ｊ)

▽
料
理
通
信
／
４
月
号

特
集
１
‥｢

魚
仕
事｣

の
新
・
Ａ
Ｂ
Ｃ

・
鮮
魚
レ
シ
ピ
で
魚
を
も
っ
と
お
い

し
く
身
近
に
！
／
国
内
の
魚
名
人
か

ら
新
世
代
シ
ェ
フ
の
厨
房
、
さ
ら
に

海
外
へ
も
足
を
伸
ば
し
、
と
れ
た
て

ピ
チ
ピ
チ
の
最
新
の
魚
仕
事
を
お
届

け
し
ま
す
。

・
人
気
店
に
教
わ
る
お
魚
レ
シ
ピ
集

／
手
に
入
れ
や
す
い
魚
を
使
っ
た
、

シ
ン
プ
ル
で
、
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ

に
作
れ
る
レ
シ
ピ
を
集
め
ま
し
た
。

・
万
能
包
丁
で
魚
を
美
し
く
お
ろ
す

コ
ツ
／
家
庭
に
あ
る
万
能
包
丁
で
魚

を
美
し
く
お
ろ
す
コ
ツ
を
フ
レ
ン
チ

の
シ
ェ
フ
に
教
わ
り
ま
し
た
。

・
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
新
・
お
魚

レ
シ
ピ
／
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
も

古
く
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
魚
文
化
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
使
い
方
や
下
拵
え

の
手
法
、
素
材
の
組
み
合
わ
せ
は
、

魚
好
き
日
本
人
の
心
を
捉
え
る
、
新

し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
、
中

央
～
西
ア
フ
リ
カ
の
達
人
に
レ
シ
ピ

を
教
わ
り
ま
し
た
。

特
集
２
‥
ク
ラ
フ
ト
酒
と
自
然
派
カ

ク
テ
ル

・
蒸
留
酒
は
い
ま
、
ス
モ
ー
ル
バ
ッ

ジ
（
小
規
模
生
産
）
で
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
（
職
人
に
よ
る
手
造
り
）
な
酒
を

造
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
な
造
り

手
が
増
え
て
い
ま
す
。

 
 

初
心
者
に
こ
そ
飲
ん
で
ほ
し
い
、

ク
ラ
フ
ト
な
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
と
そ
の

酒
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
レ
シ
ピ
を
紹

介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
酒
に
合
う
一
品
料

理
も
レ
シ
ピ
付
き
で
登
場
し
ま
す
。

▽
料
理
天
国
／
４
月
号

大
特
集
‥
ト
ッ
プ
シ
ェ
フ
が
提
案
す

る
野
菜
と
の
向
き
合
い
方
／
「
畑
」

に
帰
ろ
う
！

・
生
産
者
の
熱
意
に
感
謝
し
て｢

捨

て
る
部
分
」
を
極
力
抑
え
る

・
生
産
者
か
ら
受
け
取
っ
た
バ
ト
ン

‖
素
材
を
最
大
限
に
活
か
す
。

・
愛
媛
の
産
地
で
感
じ
た
土
と
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
愛
媛
の
畑
で
の
感
動
を
シ
ン
プ
ル

に
表
現
し
た
い

・
「
農
業
先
進
国
」
十
勝
で
畑
と
食

卓
を
結
ぶ
試
み

・
美
瑛
で
畑
と
向
き
合
っ
て
感
じ
た

料
理
を
楽
し
む
こ
と

・
信
州
佐
久
の
地
酒
と
料
理
の
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ

っ
た
…
…
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
言
い
訳

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
と
こ
ろ

は
、
自
分
の
意
思
で
判
断
し
、
食
べ
る

こ
と
を
「
善
」
（
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
こ

と
）
と
し
て
選
ん
だ
の
で
す
。

 
 

「
今
回
だ
け
食
べ
て
も
大
勢
に
影
響

は
な
い
だ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
、
食
べ
て

し
ま
え｣

｢

体
重
が
減
る
こ
と
よ
り
も
、

今
、
目
の
前
に
あ
る
お
い
し
い
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
を
食
べ
る
方
が
大
切
だ
」
。

こ
れ
ら
の
思
考
に
よ
り
、
ト
ー
タ
ル
で

「
食
べ
る
」
と
い
う
選
択
肢
を
選
ん
だ

 
 

「
意
識
と
無
意
識｣

｢

理
性
と
感
情
」

な
ど
の
よ
う
に
、
対
立
す
る
要
素
に
分

け
る
考
え
方
を
ア
ド
ラ
ー
は
明
確
に
否

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
一
つ
で
あ
り
、

一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
同
じ
目
標
達
成
に
向
け
て

相
互
に
補
い
合
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
、

と
言
っ
た
の
で
す
。

 
 

例
え
ば
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
と
決

め
て
い
た
人
が
、
つ
い
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
と
し
ま
す
。
そ

し
て
「
無
意
識
の
う
ち
に
食
べ
て
い
た

…
…
」
「
欲
望
に
負
け
て
食
べ
て
し
ま

だ
け
な
の
で
す
。

 
 

で
は
、
な
ぜ
私
た
ち
は
「
意
識
と
無

意
識
」
や
「
理
性
と
感
情
」
を
わ
ざ
わ

ざ
引
き
合
い
に
出
す
の
で
し
ょ
う
か
？

ア
ド
ラ
ー
は
、
そ
れ
こ
そ
が
自
分
や
他

者
に
対
す
る
言
い
訳
で
あ
る
、
と
言
い

ま
し
た
。
「
責
任
を
取
り
た
く
な
い
」

「
敗
北
を
認
め
た
く
な
い
」
「
良
心
の

呵
責
」
を
包
み
隠
す
た
め
に
、
「
自
分

は
悪
く
な
い
。
無
意
識
と
欲
望
が
悪
い

の
だ
」
と
言
い
訳
し
、
自
分
と
他
者
を

欺
き
た
い
だ
け
な
の
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

「
ネ
オ
大
衆
酒
場
」
業
態
の
拡
大
に
注
目
!!

 
 

「
串
カ
ツ
田
中
」(

経
営
は
ノ
ー

ト
、
代
表
取
締
役
・
貫
啓
二
氏)

は

関
西
串
カ
ツ
専
門
店
と
見
せ
て
、
そ

の
実
は
大
衆
酒
場
で
す
。
居
酒
屋
と

大
衆
酒
場
の
違
い
は
、
そ
の
客
単
価

で
す
。
居
酒
屋
は
３
０
０
０
～
４
０

０
０
円
だ
が
、
大
衆
酒
場
は
２
０
０

０
～
３
０
０
０
円
で
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
類
が
安
い
上
に
、
酒
場
だ
か
ら
ア

ル
コ
ー
ル
比
率
も
高
い
。

 
 

居
酒
屋
が
グ
ル
ー
プ
客
が
多
い
と

す
れ
ば
、
ネ
オ
大
衆
酒
場
は
一
人
客

(

そ
の
た
め
に
カ
ウ
ン
タ
ー
は
必
須)

か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
客
ま
で
客
層
は
広

く
、
常
連
比
率
も
高
い
。
あ
る
意
味
、

ネ
オ
大
衆
酒
場
は
フ
ァ
ミ
レ
ス
と
近

い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ

り
ま
す
。

 
 

入
り
や
す
さ
、
自

由
さ
、
緩
さ
と
い
っ

た
カ
フ
ェ
的
な
要
素

も
あ
る
の
が｢

ネ
オ｣

た
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
 

「
串
カ
ツ
田
中
」 

 

の
店
頭
に
は
、
「
お
子
様
・
ワ
ン
ち

ゃ
ん
大
歓
迎
で
す
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
な
設
備
こ
そ

な
い
が
、
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

を
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
打
ち
出

し
て
お
り
、
高
齢
者
や
身
障
者
に
対

し
て
も
心
の
壁
を
つ
く
ら
ず
、
気
軽

に
声
が
け
、
寄
り
添
う
気
持
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。

 
 
 

「
串
カ
ツ
田
中
」
に
次
い
で
チ

ェ
ー
ン
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
の
が
、

名
古
屋
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
ブ

ル
ー
ム
ダ
イ
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス(

代

表
取
締
役
・
加
藤
弘
康
氏)

の
注
目

業
態
「
が
ブ
リ
チ
キ
ン
。
」
で
す
。

板
メ
ニ
ュ
ー
は
「
か
ら
あ
げ｣

と｢

骨

付
鳥
」
。
同
店
秘
伝
の
タ
レ
が
し
っ

か
り
染
み
込
ん
だ
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
肉

と
サ
ク
サ
ク
の
揚
げ
立
て
衣
が
後
を

引
く
「
か
ら
あ
げ
」
は
、
１
０
０
g

単
位
で
注
文
可
能
。

 
 

昨
年
の
２
月
に
東
京
初
進
出
を
果

た
し
、
そ
の
後
、
新
橋
、
お
茶
の
水

高
田
馬
場
、
蒲
田
と
出
店
。
現
在
、

全
国
で
15
店
を
超
え
、
関
東
で
も
出

店
計
画
が
目
白
押
し
。
海
外
で
は
、

バ
ン
コ
ク
と
上
海
に
出
店
予
定
で
す
。

 
 

関
東
エ
リ
ア
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ

ー
は
「
串
カ
ツ
田
中
」
の
Ｆ
Ｃ
と
し

て
西
葛
西
店
、
木
場
店
、
両
国
店
、

川
口
店
な
ど
も
展
開
し
て
い
る
ダ
イ

ニ
ン
グ
エ
ッ
ジ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル(

代
表
取
締
役
・
升
本
甲
一
氏)

。

ベ
ン
チ
ャ
ー
リ
ン
ク
出
身
と
あ
っ
て
、

チ
ェ
ー
ン
展
開
、
店
舗
開
発
は
得
意

で
す
。
「
が
ブ
リ
チ
キ
ン
。
」
は
、

鶏
業
態
と
ハ
イ
ボ
ー
ル
の
低
原
価
率

商
品
を
売
り
に
す
る
シ
ン
プ
ル
な
大

衆
酒
場
だ
け
に
、
経
営
側
か
ら
す
る

と
展
開
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。

 
 

東
京
都
内
で
24
時
間
営
業
の
居
酒

屋
「
酔
っ
手
羽
」
を
10
店
舗
展
開
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ(

代
表
取
締
役･

村
山
有
志
氏
）
が
２
月
23
日
に
五
反

田
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
「
大
衆
酒

場 
 

酔
っ
手
羽
横
町
」
。
東
口
駅
前

の
裏
路
地
に
レ
ト
ロ
風
に
エ
ッ
ジ
ン

グ
さ
れ
た
看
板
と
提
灯
が
大
衆
酒
場

の
匂
い
を
通
り
へ
放
ち
ま
す
。
一
本

奥
の
路
地
に
は
、
老
舗
大
衆
酒
場
で

サ
ワ
ー
発
祥
の
店
「
も
つ
焼
き 

 

ば

ん
」
が
あ
り
ま
す
。

 
 

「
酔
っ
手
羽
横
町
」
は
手
羽
先
と

餃
子
を
名
物
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
打
ち

出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
刺

身
、
串
焼
き
は
じ
め
数
多
く
の
メ
ニ

ュ
ー
が
並
び
ま
す
。
24
時
間
営
業
で

す
か
ら
、
い
つ
ど
う
い
う
客
が
来
て

も
対
応
で
き
る
よ
う
な
フ
ル
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
。
ド
リ
ン
ク
も
こ
だ
わ
り
系

か
ら
定
番
ま
で
豊
富
。
激
辛
の
「
ジ

ョ
ロ
キ
ア
レ
ッ
ド
ア
イ
」
や
「
ロ
シ

ア
ン
キ
ー
ラ
ー
」
な
ど
エ
ン
タ
メ
感

た
っ
ぷ
り
の
ド
リ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
ネ
オ
系
の
大
衆
酒
場
業
態
の

事
例
と
し
て
展
開
を
注
目
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

 
 

渋
谷
に
は
２
月
20
日
、
大
阪
か
ら

「
道
頓
堀
く
れ
お
ー
る
」
が
東
京
初

出
店
。
メ
イ
ン
は
た
こ
焼
き
で
す
が
、

手
の
込
ん
だ｢

た
こ
焼
き
創
作
料
理｣

が
売
り
で
す
。
そ
の
他
、
串
カ
ツ
、

鉄
板
焼
き
も
あ
り 

ド
リ
ン
ク
も｢

大

阪
チ
ュ
ー
ハ
イ
」
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
全

体
が｢

ネ
オ
大
阪
大
衆
酒
場｣

で
す
。

 
 

景
気
は
戻
り
、
高
単
価
業
態
へ
の

シ
フ
ト
の
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ

な
い
庶
民
の
味
方｢

ネ
オ
大
衆
酒
場｣

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る

で
し
ょ
う
。
消
費
の
二
極
化
が
は
っ

き
り
し
て
き
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
(

フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り)

 
 

口利

⑥

世界はシンプルで、
人生は思いどおり
フロイト、ユングに並ぶ
心理学の巨人が出した「幸せの答え｣

消
費
の
二
極
化
は
っ
き
り
と

 
 

大
手
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
が
伸
び
悩
む
な
か
で
、
新
興
の｢

ネ
オ
大
衆
酒
場｣

業
態
の
展
開
が
好
調
で
す
。
「
ネ
オ
大
衆
酒
場
」
と
い
う
概
念
は
、
「
老
舗

大
衆
酒
場
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ベ
ー
ス
に
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー
や
内
外
装
を
現

代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
業
態
で
す
。
70
店
舗
を
超
え
て
き
た｢

串
カ
ツ
田
中｣

が
典
型
的
な
業
態
事
例
で
す
。

デ
ー
タ
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
外
食
業
界
・
消
費
者
動
向「

串
カ
ツ
田
中
」
は
大
衆
酒
場

「
が
ブ
リ
チ
キ
ン
。
」
の
展
開

24
時
間
営
業
の
「
酔
っ
手
羽
」

コ
ン
ビ
ニ
ワ
イ
ン
選
択
肢
拡
が
る

若
年
層
に
需
要
が
伸
び
て
い
る

 
 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
各
社
が

ワ
イ
ン
の
品
揃
え
を
拡
充
し
て
い
る
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
は
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ

の
ワ
イ
ン
を
販
売
し
売
り
場
を
広
げ

て
い
る
。
ビ
ー
ル
離
れ
が
進
む
な
か

で
、
中
高
年
だ
け
で
な
く
、
若
い
世

代
で
も
ワ
イ
ン
の
需
要
は
伸
び
て
お

り
、
各
社
と
も
積
極
的
に
需
要
を
取

り
込
む
動
き
が
広
が
る
。

 
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
は
Ｐ
Ｂ
ワ
イ

ン
を
５
種
類
増
や
す
。
価
格
帯
は
６

０
０
円
台
だ
っ
た
の
を
８
０
０
円
ワ

イ
ン
も
投
入
し
選
択
肢
を
増
や
す
。

１
０
０
０
円
台
も
投
入
予
定
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
は
、
ワ
イ
ン
の
売

り
上
げ
は
前
年
比
で
１
割
程
伸
び
て

い
る
。

 
 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
は
２
割
程
度
伸
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酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法

（２～３）

解像度350dpi
アウトライン
EPSでフォトショップは保存�
1枚目と2枚目を分けて保存｡
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今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

そ
の
百
九
●
お
燗
の
温
度
、
冷
酒
の
温
度
の
基
本

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

～あき丸ワイン漫遊録～

(

(

ワインアドバイザー

ＡＫＩＨＩＫＯ Ｍ．

特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

  この時期、物価上昇により仕入れ

価格がかなりアップしてきました。

これはワインも同じで、いろんなワ

インが値上げになって来ております。

それに伴い、メニューの見直し、変

更をしなくてはならない状況が出て

来ました。

  この季節、ワインメーカーやイン

ポーターさんが展示会をあちらこち

らでされています。これをぜひとも

利用していただいて、多くのワイン

を自分で確めていただきたいと思い

ます｡メニューの参考にもなります

し、お客様にも説明、アピールして

いただけるでしょう。

  それでも、忙しくて行けない、遠

くて行けないという方も多くいらっ

しゃると思いますので、当社では毎

月一度、店頭にて、無料試飲＆販売

会や、ワインの持ち回り試飲などを

行っております。

  これらはその時々に、時節を考え、

テーマを決めてアイテムを選んでい

るのですが、お客様から試飲の価格

帯、タイプなど、当社担当にご相談

いただけましたら、多くのワインか

言
い
ま
す
。

 
 

で
も
、
こ
れ
も
、
居
酒
屋
に
よ

っ
て
認
識
が
違
う
の
で
、
初
め
て

訪
れ
る
店
の
場
合
は
、
室
温
に
お

い
た
冷
や
の
こ
と
を
「
常
温
の
お

酒
」
、
冷
蔵
庫
で
冷
た
く
し
た
も

の
を
「
冷
酒
」
と
、
言
い
分
け
て

注
文
す
る
と
間
違
い
が
な
い
で
し

ょ
う
。

 
 

な
お
、
５
℃
ぐ
ら
い
に
冷
た
く

し
た
お
酒
を
「
雪
冷
え
」
、
10
℃

ぐ
ら
い
を
「
花
冷
え
」
、
15
℃
ぐ

ら
い
を
涼
冷
え
」
と
い
う
風
雅
な

言
い
方
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
と
き

外
国
人
に
、
燗
の
言
い
方
と
合
わ

せ
て
説
明
し
た
ら
、
「
美
し
い
！

」
と
感
動
さ
れ
ま
し
た
。
た
し
か

に
、
こ
れ
ほ
ど
幅
広
い
温
度
帯
で

楽
し
む
お
酒
は
、
世
界
に
も
例
が

あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
と
し
て
知
っ

て
お
い
て
、
ぜ
ひ
外
国
人
に
披
露

し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

ち
く
ま
新
書
よ
り)

 
 

そ
う
や
っ
て
店
を
決
め
て
、
さ
て

次
は
｜
。

 
 

暖
簾
を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
判
断
す
る

こ
と
に
、
ど
こ
に
座
る
か
が
あ
る
。

混
ん
で
い
れ
ば
選
ぶ
ま
で
も
な
い
空

い
た
席
に
な
る
が
、
開
店
直
後
な
ら

ど
こ
で
も
選
べ
、
ど
の
辺
に
座
る
か

を
一
瞬
躊
躇
す
る
。

 
 

初
め
て
の
店
は
末
席
に
座
る
の
が

無
難
だ
。
一
人
な
ら
ば
カ
ウ
ン
タ
ー

だ
が
、
初
め
て
の
店
で
そ
こ
で
ず
っ

と
緊
張
し
っ
ぱ
な
し
と
い
う
の
も
疲

れ
る
。
店
の
主
人
も
、
見
慣
れ
な
い

客
に
目
の
前
に
で
ん
と
座
ら
れ
て
は

緊
張
す
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
最
初
は

末
席
を
選
ぶ
。

 
 

末
席
と
は
、
玄
関
脇
と
か
、
手
洗

い
横
と
か
、
階
段
下
と
か
、
「
な
ん

だ
、
こ
こ
し
か
な
い
の
か
」
み
た
い

な
と
こ
ろ
だ
。
常
連
が
座
り
そ
う
な

目
立
つ
席
、
あ
る
い
は
居
心
地
よ
さ

そ
う
な
穴
場
席
は
遠
慮
し
て
、
目
立

た
な
い
と
こ
ろ
に
座
れ
ば
、
自
分
の

ペ
ー
ス
も
失
わ
ず
に
す
む
。

 
 

逆
に
そ
の
店
の
最
上
席
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
を
挟
ん
だ
主
人
の
真
ん
前
だ
。

何
よ
り
も
主
人
と
世
間
話
を
交
わ
せ

る
。
調
理
が
見
え
て
、
「
そ
れ
、
何

ま
で
深
く
、
数
年
の
熟
成
に
よ
っ
て

漸
く
頂
点
に
達
す
る
よ
う
な
、
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
を
秘
め
て
い
ま
す
。 

 

 
 

高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
記
念
酒

「
玉
依
御
前
・
銀
漢
」
は
、
２
０
１

０
年
の
も
の
か
ら
順
次
販
売
の
予
定

で
す
。
（
詳
細
は
未
定
）

 
 

「
粒
選
り
」
で
吟
味
し
た
最
高
級

の
兵
庫
県
産
山
田
錦
を
、
独
自
の
超

扁
平
精
米
に
よ
っ
て
ム
ラ
な
く
丁
寧

に
精
米
。
伝
家
の
生 

 

造
り
に
よ
っ

て
、
大
い
な
る
自
然
の
微
生
物
群
の

力
を
利
用
し
、
複
雑
さ
に
富
み
、
か

つ
極
め
て
洗
練
さ
れ
た
旨
酒
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
味
わ
い
は
あ
く

 
 

世
界
遺
産
・
高
野
山
は
２
０
１
５

年
、
弘
法
大
師
に
よ
る
開
山
か
ら
１

２
０
０
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念

す
べ
き
こ
の
年
に
執
り
行
わ
れ
る
記

念
大
法
会
に
奉
納
す
る
た
め
の
特
別

な
記
念
酒
醸
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

高
野
山
に
お
い
て
御
酒
奉
納
の
任
を

担
う
別
格
本
山
三
宝
院
と
、
ゆ
か
り

を
持
つ
福
島
県
の
大
七
酒
造
株
式
会

社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
２
０

１
０
年
に
始
動
。
５
年
越
し
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
稀
少
な
１

２
０
０
年
記
念
酒
、
生 

 

純
米
大
吟

醸
雫
原
酒
「
玉
依
御
前
・
銀
漢
」
を

１
２
０
０
本
に
て
限
定
公
開
さ
れ
ま

す
。

 
 

高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
記
念
酒

「
玉
依
御
前
・
銀
漢
」
は
、
大
七
酒

造
が
誇
る
生 

 

造
り
の
粋
を
究
め
た

最
高
級
酒
で
す
。

？
」
と
か
聞
け
る
。
う
ま
そ
う
な
ら

「
こ
っ
ち
に
も
」
と
言
え
る
。
酒
の

追
加
も
空
徳
利
を
持
ち
上
げ
る
だ
け

で
Ｏ
Ｋ
。
美
人
女
将
の
店
な
ら
美
人

を
独
占
で
き
る
特
権
的
な
位
置
だ
。

 
 

店
の
中
心
に
座
り
、
そ
の
日
の
エ

リ
ー
ト
客
と
し
て
店
の
全
容
を
把
握

し
て
い
る
。
こ
れ
が
常
連
の
最
上
級

席
だ
。

 
 

し
か
し
本
当
の
意
味
の
常
連
は
ち

が
う
。
真
の
常
連
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で

も
末
席
に
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
彼
は

「
そ
の
店
が
な
く
な
っ
て
は
困
る
」

の
で
、
毎
日
通
っ
て
金
を
落
と
し
つ

つ
、
初
め
て
来
た
客
に
こ
の
店
は
良

い
店
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、
上

席
は
そ
の
た
め
に
空
け
て
お
く
。
開

店
と
同
時
に
入
る
の
は
、
初
め
て
の

客
は
暖
簾
を
分
け
て
の
ぞ
き
、
客
が

誰
も
い
な
い
と
敬
遠
す
る
の
で
、
自

分
が
「
呼
び
水
」
と
な
っ
て
安
心
さ

せ
る
た
め
だ
。
そ
う
し
て
混
ん
で
く

る
と
安
心
し
、
他
の
客
に
席
を
譲
っ

て
自
分
は
帰
る
。
そ
の
と
き
さ
り
げ

な
く｢

今
日
の
○
○
は
う
ま
か
っ
た｣

と
つ
ぶ
や
い
て
他
の
客
に
ヒ
ン
ト
を

置
い
て
ゆ
く
。
本
当
の
常
連
と
は
か

く
も
い
じ
ら
し
い
も
の
。
い
つ
も
最

上
席
に
座
り
た
が
る
人
は
「
常
連
と

思
わ
れ
た
い
人
」
だ
。

 
 

横
道
に
そ
れ
た
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー

は
本
来
一
人
客
の
た
め
の
席
だ
。
酒

を
飲
む
の
に
他
人
同
士
が
向
か
い
合

う
相
席
は
く
つ
ろ
げ
な
い
。
ま
た
酒

は
独
酌
派
も
多
く
、
飲
酒
の
特
徴
で

長
居
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
隣
り
が

他
人
で
も
気
に
な
ら
な
い
カ
ウ
ン
タ

ー
が
あ
る
。

 
 

し
た
が
っ
て
、
知
ら
ぬ
隣
客
に
話

し
か
け
る
の
は
厳
禁
。
連
れ
が
い
て

も
そ
こ
に
座
る
の
は
二
人
ま
で
、
三

人
以
上
は
テ
ー
ブ
ル
席
が
原
則
だ
。

 
 

東
京･

自
由
が
丘
の
名
居
酒
屋｢

金

田
」
は
そ
の
ル
ー
ル
が
徹
底
し
、
三

人
以
上
の
客
は
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の

一
階
が
空
い
て
い
て
も
二
階
の
机
席

へ
案
内
さ
れ
る
。
理
由
は
「
三
人
以

上
は
声
が
大
き
く
な
る
」
か
ら
だ
。

 
 

ま
た
、
そ
こ
は
店
の
主
人
や
女
将

を
相
手
に
飲
む
席
で
、
自
在
に
話
の

で
き
る
器
量
が
求
め
ら
れ
る
。
カ
ウ

ン
タ
ー
席
は
上
席
と
し
て
「
店
の
雰

囲
気
を
良
好
に
保
つ｣

と
い
う
気
概
、

覚
悟
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

初
め
て
の
店
で
は
そ
こ
ま
で
無
理
せ

ず
末
席
を
と
り
、
ま
ず
は
自
分
の
ペ

ー
ス
を
確
保
し
て
、
お
も
む
ろ
に
店

の
雰
囲
気
を
つ
か
ん
で
ゆ
く
。
そ
う

し
て
二
、
三
回
も
通
え
ば
主
人
と
顔

見
知
り
に
な
り
、
「
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

ど
う
ぞ｣

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

あ
わ
て
る
こ
と
は
な
い
。

（
新
潮
新
書
「
居
酒
屋
を
極
め
る
」

よ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 

い
な
い
常
温
の
酒
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
日
本
酒
を
冷
蔵
庫
に
管
理

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の

こ
と
。
常
温
で
置
い
て
お
き
、
燗

で
飲
む
の
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で

温
め
な
い
酒
と
い
う
意
味
で
「
冷

や
」
と
使
っ
て
い
た
名
残
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

冷
蔵
庫
な
ど
で
冷
や
し

 
 
 
 
 
 
 
 

た
お
酒
は
「
冷
酒
」
と

 
 
 
 
 
 
 
 

か
、｢

冷
た
い
お
酒｣

と

目
安
と
な
る
温
度
で
注
文
し
た
方

燗
」
な
ど
と
い
う
言
葉
も
あ
る
の

で
す
が
、
温
度
の
感
覚
は
人
そ
れ

ぞ
れ
だ
し
、
注
文
を
受
け
る
居
酒

屋
の
側
の
受
け
取
り
方
も
さ
ま
ざ

ま
。
熱
い
、
ぬ
る
い
で
は
な
く
、

が
、
好
み
の
温
度
の
燗
が
飲
め
る

は
ず
。
そ
こ
で
、
日
本
酒
の
温
度

帯
に
よ
る
名
称
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
図
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

 
 

冷
た
い
お
酒
で
は
、
「
冷
や
」

と
い
う
と
、
冷
や
し
た
お
酒
の
こ

と
と
捉
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、

本
来
、
「
冷
や
」
と
は
、
温
め
て

 
 

居
酒
屋
で｢

熱
燗
く
だ
さ
い
！｣

と
注
文
す
る
方
。
飲
み
た
い
の
は
、

ア
ツ
ア
ツ
の
燗
？ 

 

も
し
か
し
た

ら 

温
か
い
お
酒
で 

ほ
っ
と
和
み

た
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

 
 

熱
燗
と
い
う
言
葉
は
温
め
た
日

本
酒
の
こ
と
を
指
す
と
誤
解
し
て

い
る
人
は
多
い
よ
う
で
す
。
で
も
、

「
燗
」
は
、
酒
を
温
め
る
と
い
う

意
味
な
の
で
、
熱
燗
と
い
う
と
、

高
い
温
度
に
温
め
る
意
味
。
温
度

に
よ
っ
て｢

ぬ
る
燗｣

と
か
、
「
上

常
温
と
冷
酒
は
区
別
を
!!

「
玉
依
御
前
・
銀
漢
」
高
野
山
開
創
千
二
百
年
記
念
酒

｢

銘
酒
は
冷
や
で｣

は
間
違
い

●ぶどう便り

達人

太田和彦が語る

⑥ 初めての店､どこに座るか

「居酒屋の流儀」

23メニュー改訂

ﾌﾚﾃ゙ﾘｯｸ ﾏﾆｬﾝ ﾌ゙ﾙｺ゙ ﾆーｭ ﾋ゚ﾉﾉﾜーﾙ 

温度による日本酒の呼称

徳利を持った瞬間に熱く感じる

55℃前後･･･飛びきり燗

徳利を持つと熱い。湯気が立つ

50℃前後･･･熱燗

徳利を持つと温かく感じる

45℃前後･･･上燗

体温より少し高め。持つとほんのり温かい

40℃前後･･･ぬる燗

体温ぐらいか少し低め。温度を感じない

35℃前後･･･人肌燗

日なたの温度。瓶を持つとやや冷たい

30℃前後･･･日なた燗

かつての土間の室温。ほんのり冷たい

20℃前後･･･冷や

瓶を持つと冷たい

15℃前後･･･涼冷え

瓶を持つとすぐに指が冷たく感じる

10℃前後･･･花冷え

瓶に結露する

 5℃前後･･･雪冷え

熱
燗

冷
酒

燗

常
温

℃

50

40

30

20

10

0

･

･

･･

らベストなご提案ができると思いま

す。

当然、ワイン以外のドリンクメニュ

ーにつきましても多くのアイテムを

ご用意しておりますので、お気軽に

担当にお尋ね下さい。

当社、試飲会時の商品

、

、
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